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1 令和７年度 オーラルフレイル事業概要 

【背景】オーラルフレイルは将来のフレイル、要介護認定さらには死亡のリスクにつながると

いうエビデンスが公表されているが、一般市民にはその重要性や認知度はいまだに低いのが現

状である。神戸市では 65 歳ならびに 75 歳の市民対象の無料クーポンを配布し、オーラルフレ

イルの早期発見に努めており、令和5年度にこのクーポンを使用した方のうち、65歳では71％、

75 歳では 76.3％がオーラルフレイルに該当し、このうち口腔機能低下症の疑いのあった人は

65 歳で 11.2％、75 歳で 20.6％であった。このように無料受診することによりオーラルフレイ

ルを早期発見できれば早期対策につながるが、受診率は伸びていない。また、65 歳と 75 歳に

限定した実施であることにも課題が残る。オーラルフレイルは老化によるものと軽視されがち

であるが、放置することによるリスクは、上記に示した通りであることから早期発見し早期対

策することが重要である。 

【目的】現在、高齢者にもスマートフォンが普及し、手軽にアンケートなどを実施できるよう

になってきたことから、高齢者のオーラルフレイルを早期に発見する仕組みとして LINEアプ

リを使用したアンケートを実施し、早期発見モデルを構築する。 

【対象と方法】対象は、神戸市や神戸常盤大学主催の講座などに参加した方とし、LINE アプ

リを使用したオーラルフレイル簡易チェック（OF-5 表１参照）を行う。LINEアプリの提示

は、QR コードを記載した印刷物を配布することとする。簡易チェックで 2 項目以上該当した

者の中から、神戸常盤大学歯科診療所に来院していただき、簡易チェックの結果と実際の口腔

機能を比較検討する（図１）。 

 この研究の結果、LINE を使用した簡易オーラルフレイルチェックの有用性が示されれば、

将来的には多くの市民に普及させ、オーラルフレイルに該当した高齢者をかかりつけ歯科医に

つなげるモデル（神戸市モデル）の構築に繋がる可能性があると考える（図２）。 

表１．オーラルフレイル簡易チェック（OF-5） 

 

 

 

 

 

【実施場所・日時】 
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２参加対象者 

事業に参加した者の内訳を示す。 

（１）オーラルフレイル簡易アンケート回答者の内訳 

 

回答者数 172 名 平均年齢：69.8±10.4 歳 

 男性： 48 名  平均年齢：68.8±9.1 歳（53-88 歳） 

女性：124 名  平均年齢：70.2±10.9 歳（37-91 歳） 

 

172 名内訳 

年齢群（歳） 人数（人） 男性（人） 女性（人） 

30-39 1 0 1 

40-49 1 0 1 

50-59 29 10 19 

60-69 41 15 26 

70-79 75 19 56 

80-89 24 4 20 

90 以上 1 0 1 

計 172 48 124 

 

（２）オーラルフレイルの疑いの中から口腔機能測定をした者の内訳 

 

測定者数 59 名 平均年齢：72.2±11.5 歳 

 男性： 12 名  平均年齢：70.6±8.5 歳（54-88 歳） 

女性： 47 名  平均年齢：72.6±12.2 歳（50-91 歳） 

 

59 名内訳 

年齢群（歳） 人数（人） 男性（人） 女性（人） 

50-59 9 1 8 

60-69 15 6 9 

70-79 17 3 14 

80-89 17 2 15 

90 以上 1 0 1 

計 59 12 47 
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３ 結果の概要 

3-1 オーラルフレイル簡易チェック結果 

回答者 172 名 

（１）オーラルフレイルチェック（OF5）各項目の該当数 

 

該当数 人数 人 （％） 男性 人 （％） 女性 人 （％） 

0 36（20.9） 14（29.2） 22（17.7） 

1 48（27.9） 11（22.9） 37（29.8） 

2 50（29.1） 12（25.0） 38（30.6） 

3 21（12.4） 7（14.6） 14（11.3） 

4 14（8.2） 4（8.3） 10（8.1） 

5 3（1.7） 0（0.0） 3（2.4） 

 

（２）オーラルフレイルの疑いの有無 

回答者 172 名のうち、88 名（51.4％）、男性 23 名（47.9％）、女性 65.名（52.4％）がオー

ラルフレイルの疑いに該当した 

オーラルフレイルの疑いの有無について、男女に有意な差はなかった p＝0.6（by χ2検定）。 

オーラフレイル 人数 人 （％） 男性 人 （％） 女性 人 （％） 

疑い 88（51.2） 23（26.1/47.9） 65（73.9/52.4） 

無 84（48.8） 25（29.8/52.1） 59（70.2/47.6） 

 

（３）年齢群別と OF5 該当数 

OF5 該当数/

年齢群

（歳） 

0 1 2 3 4 5 計 

30-39 1 0 0 0 0 0 1 

40-49 1 0 0 0 0 0 1 

50-59 11 6 10 2 0 0 29 

60-69 9 13 4 10 5 0 41 

70-79 12 27 20 7 7 2 75 

80 以上 2 4 14 2 2 1 25 

計 36 50 48 21 14 3 172 
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（４）年齢群別オーラルフレイルの疑いの有無 

75 歳以上の後期高齢者と 74 歳以下では 75 歳以上の方が有意にオーラルフレイル疑いの者

が多かった p＝0.017（by χ2検定）。 

 

オーラルフレイル 75 歳以上 

人数 人（％） 

74 歳以下     

人数 人（％） 

疑い 43（48.9/62.3） 45（51.1/43.7） 

無 26（31.0/37.7） 58（69.0/56.3） 

 

3-2 口腔機能測定結果 

オーラルフレイル簡易アンケート回答者の中で【オーラルフレイルの疑い】と判定された 88

名のうち、神戸常盤大学にて口腔機能測定を実施した 59 名の結果 

 

（１）口腔機能測定各項目の結果 

①TCI 

TCI は、平均が 28.6±19.2％で、対象者の 20.1％に口腔衛生状態の不良者が認められ

た。男女別では、男性は 25.0％、女性は 19.1％に口腔衛生状態の不良者が認められた 

 

②口腔乾燥 

ムーカス○Ｒは、平均が 26.2±23.3 で、対象者の 49.1％に口腔乾燥が認められた。男女別

では、男性は 33.3％、女性は 53.2％に口腔乾燥が認められた。 

 

 ③3 咬合力 

残存歯数は、平均が 23.9±5.7 本で、対象者の 18.7％が 20 本未満であった。男女別で

は、男性は 24.9％、女性は 17.0％が 20 本未満であった。 

咬合力（Oramo‐bf○R）は、平均が 516.4±299.9N で、対象者の 33.9%が 375N 未満  

であった。 

残存歯数の基準（19 本未満と 20 本以上）と咬合力（Oramo‐bf○R）375N 未満と 375N

以上との間には有意差はなかった p＝0.18（by χ2検定）。 

 

④舌圧 

舌圧は、平均が 32.8±9.1 kPa で、対象者の 35.6％に低舌圧が認められた。男女別では、

男性は 16.6％、女性は 40.4％に低舌圧が認められた。 

 

⑤舌口唇運動機能低下（オーラルディアドコキネシス） 

・健口くんハンディ®での/pa/は、平均が 6.5±0.8 回/秒で、対象者の 20.3％に/pa/の運動機能

人 
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低下が認められた。男女別では、男性は 16.7％、女性は 21.3％に/pa/の運動機能低下が認め

られた。 

・健口くんハンディ®での/ta/は、平均が 6.4±0.8 回/秒で、対象者の 23.7％に/ta/の運動機能

低下が認められた。男女別では、男性は 8.3％、女性は 27.6％に/ta/の運動機能低下が認め

られた。 

・健口くんハンディ®での/ka/は、平均が 5.9±1.0 回/秒で、対象者の 35.6％に/ka/の運動機能

低下が認められた。男女別では、男性は 16.6％、女性は 40.4％に/ka/の運動機能低下が認

められた。 

 

⑥嚥下能力 

EAT-10 は、平均が 4.3±7.4 点で、対象者の 35.7％に嚥下能力の低下が認められた。 

男女別では、男性は 33.2％、女性は 36.1％に嚥下能力の低下が認められた。 

 

⑦咀嚼能力 

グルコセンサーの咀嚼能力は、平均が 137.5±68.1 ㎎/㎗で、対象者の 32.2％に咀嚼能力

の低下が認められた。男女別では、男性は 16.6％、女性は 36.2％に咀嚼能力の低下が認め

られた。 

 

（２）口腔機能低下症の割合 

 対象者 59 名【咬合力を残存歯数で判定】 

 今回の測定項目中、咬合力を残存歯数で判定し 3 項目以上該当して口腔機能低下症と判定さ

れた者の割合は、35.6％であった。 

男女別では、男性は 8.3％、女性は 42.5％に口腔機能低下症が認められた。 

 

総数 59 名 

該当数 人数（人） 割合（％） 

0 2 3.4 

1 17 28.8 

2 19 32.2 

3 10 16.9 

4 8 13.6 

5 2 3.4 

6 1 1.7 

7 0 0 

合計 59 100 

 

35.6％ 
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男性                    女性 

該当数 人数（人） 割合（％）  該当数 人数（人） 割合（％） 

0 1 8.3 0 1 2.1 

1 3 25.0 1 14 29.8 

2 7 58.3 2 12 25.5 

3 1 8.3 3 9 19.1 

4 0 0 4 8 17.0 

5 0 0 5 2 4.3 

6 0 0 6 1 2.1 

7 0 0 7 0 0 

合計 12 100 合計 47 100 

 

①年齢群別口腔機能低下症の有無 

75 歳以上の後期高齢者と 74 歳以下では 75 歳以上の方が有意に口腔機能低下症の者が多か

った p＝0.002（by χ2検定）。 

 

口腔機能低下症 75 歳以上 

人数 人（％） 

74 歳以下     

人数 人（％） 

有 16（76.2/55.2） 5（23.8/16.7） 

無 13（34.2/44.8） 25（65.8/83.3） 

 

②OF5 該当数と口腔機能低下症項目の低下数 

口腔機能低下症

項数/OF5該当数 

0 

人（％） 

1 

人（％） 

2  

人（％）  

3  

人（％） 

4  

人（％） 

5  

人（％） 

6  

人（％） 

7  

人（％） 

計  

人（％） 

2 
2  

(6.1) 

10 

(30.3) 

9 

(27.3) 

8 

(24.2) 

2 

(6.1) 

1 

(3.0) 

1 

(3.0) 

0  

(0) 

33 

(55.9) 

3 
0  

(0) 

3 

(21.4) 

7 

(50.0) 

1 

(7.1) 

3 

(21.4) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

14  

(23.7) 

4 
0  

(0) 

3 

(27.3) 

3 

(27.3) 

1 

(9.1) 

3 

(27.3) 

1 

(9.1) 

0  

(0) 

0  

(0) 

11  

(18.6) 

5 
0  

(0) 

1 

(100) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

1  

(1.7) 

計 2 17 19 10 8 2 1 0 59 
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OF5 では 2 項目の人が最も多く 33 名であり、そのうち口腔機能低下症と判定されたのは

12 名で口腔機能低下症の 57.3％であった。OF5 でオーラルフレイルの疑いの者をスクリーニ

ングし、口腔機能の測定をした場合、該当数が少なくても低下項目が多い傾向がみられた。  

 

3-3 OF5 の質問項目と口腔機能測定結果の比較 

OF5 の質問項目に該当する口腔機能測定結果と比較するため、それぞれの有無についてχ2

検定を行った。 

①オーラルフレイル簡易チェックの項目【口の渇きが気になりますか】の有無と口腔乾燥測

定による口腔乾燥の有無の比較 

 口の渇きが気になるか否かと実際の口腔乾燥測定との間には有意な差が得られなかった 

（p＝0.73）。 

 

②オーラルフレイル簡易チェックの項目【自分の歯は何本ありますか】の質問で 19 本未満と

20 本以上の 2 択と口腔検査による残存歯数の比較 

自分の歯の本数と実際の測定した歯の本数には有意な差が得られた（p＝0.025）。自身が回

答する歯の本数と実際の本数に違いがあることが示された。 

 

③オーラルフレイル簡易チェックの項目【普段の会話で、言葉をはっきりと発音できないこ

とがありますか】の質問の有無と、/ta/の測定での 6 回/秒以上/未満の比較 

 普段の会話で言葉をはっきりと発音できるか否かと、オーラルディアドコキネシス/ta/の測

定値には有意な差がみられなかった（p＝0.917）。 

 

④オーラルフレイル簡易チェックの項目【お茶や汁物等でむせることがありますか】の質問

の有無と、EAT-10 の結果の比較 

お茶や汁物等でむせることがありますかの有無と、EAT-10 の結果には有意な差がみられな 

かった（p＝0.075）。 

 

⑤オーラルフレイル簡易チェックの項目【半年前と比べて固いものが食べにくくなりました

か】の質問の有無と、グルコセンサーの結果の比較 

 固いものが食べにくくなりましたかとグルコセンサーの結果には有意な差がみられなかっ

た（p＝0.182）。 

 

5 項目とも自己の判定と実際の測定には差がみられたが有意な差ではなかった。しかし残存

歯数では有意な差がみられた。自身の歯の本数を誤認していることが示された。 
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4 結果の考察・まとめ 

1）LINE による簡易オーラルフレイルチェックについて 

本事業の目的は、オーラルフレイルを早期に発見できる仕組みを構築することとし、総務

省の発表による LINE の普及率は 2024 年には 94.9%であり、60 歳以上の利用率も 91.1％と

報告されていることから、LINE アプリを使用したアンケートを利用することとした。 

・LINE を使い慣れている場合は。QR コードを読み取るだけでアンケートに回答することが

でき、5 問回答するだけのため数分でオーラルフレイルの疑いか否かを判定できるため、気

軽にチェックができる。 

・一度回答し、登録がされていれば、繰り返しチェックができることから、期間を決めて（3 か

月毎、6 か月毎、1 年毎）などチェックし自身のオーラルフレイルの有無を確認できる。 

・簡易オーラルフレイルチェック（OF5）の結果、オーラルフレイルの疑いと判定された人（2

項目以上該当）は、51.2％であった。今回の周知は健康イベント等が中心だったことで、健

康に興味のある人が対象であり、会場まで自身で移動してきている比較的元気な人が対象で

あるが、その中でも約半数の人がオーラルフレイル疑いと判定された。 

・75 歳以上の後期高齢者と 74 歳以下の年齢群で、オーラルフレイルの疑いか否かを比較した

ところ、有意な差がみられ、75 歳以上の後期高齢者の方が有意にオーラルフレイルの疑いの

者が多かった。 

以上の結果から、年齢とともにオーラルフレイルの可能性は高くなるが、若い元気な人

の中にもオーラルフレイルの可能性のある人が一定数存在することから、簡易オーラフレ

イルチェックを定期的に実施することには意義があると考える。 

 

２）口腔機能測定結果について 

・アンケート回答者のうち 88 名（51.2％）がオーラルフレイルの疑いとなったが、実際に神

戸常盤歯科診療所で測定した人または神戸常盤大学健康フェスタ内で測定した人は 59 名

（67.0％）であった。 

・簡易アンケートで疑いと判定されても、実際の測定については、その場で、または通う

ことのできる範囲の歯科医院でないと測定につながらないことがわかった。 

・実際の口腔機能測定で低下対象となる人が半数近かったのは口腔乾燥であり、その他は

3 割程度であった。 

 

３）口腔機能低下症の結果について 

・オーラルフレイル疑いの 59 名中、口腔機能低下症の判定となった人は 21 名(35.6％)であっ

た。 

・判定された 21 名を年齢群で比較したところ、75 歳以上の後期高齢者の方が有意に口腔

機能低下症の人が多かった。 

OF5 でオーラルフレイル疑いであっても、詳細に検査した場合は口腔機能低下症では
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ない人が 38 名であった。しかし、口腔機能低下症の測定項目が 0 項目だった人は 

2 名（3.4％）であったことから、何らかの口腔機能低下の項目は抱えていることがわか

った。これにより、簡易チェックだけにとどまらず、疑いのある人は詳細な検査をして

現状を示す必要があると考える。 

 

４）OF5 の質問項目と口腔機能測定結果について 

OF5の質問項目の回答と、質問項目に該当する口腔機能測定結果を比較したところ、

5 つの項目すべてにおいて若干の違いがみられたが有意な差ではなかった。しかし、残

存歯数については有意な差が認められた。自分の歯の本数の認識が実際と異なることが

示された。OF5 をオーラルフレイルの簡易スクリーニングとして使用していく場合に

は、各人が自分の歯の本数を把握しておく必要があると考えられた。 

 

５）まとめ 

  今回、オーラルフレイルを早期発見できる仕組みとして、簡易オーラルフレイルチェック

(OF5)を LINE アプリで行うこととした。その結果、簡単にオーラルフレイルの疑いか否か

を判定することができた。岩崎らの報告 1）では、平均年齢 74.7 歳の OF5 でのオーラルフレ

イル該当者は 37.8％とあったが、本調査では平均年齢が 69.8 歳にもかかわらずオーラルフ

レイル該当者が 51.2％であった。令和 6 年度の神戸市健口トレーニング事業において、神戸

市のオールフレイルチェック事業を利用した市民 65 歳、75 歳の中から 68 名を対象にした

OF5 では 66.2%の人がオーラルフレイルの疑いであったことを考えると、神戸市では OF5

での簡易チェックでオーラルフレイルに該当する人が多い可能性があるため、より簡易的に

かつ定期的にチェックできる LINE アプリを用いたオーラルフレイル早期発見の方法は有

効であることが考えられた。 

次に、オーラルフレイルの疑いとなった者への口腔機能測定への誘導については、今回は

神戸常盤大学で行うことに限定したことから、来院が不可能であるという理由もあり、測定

に至った人が 67％にとどまった。一方、かかりつけ歯科医があると回答した人が約 9 割で

あったことから、オーラルフレイル早期発見モデルをかかりつけ歯科医や地域の歯科医師会

レベルで運用することで、判定された人が口腔機能の測定に行きやすくなるのではないかと

考える。 

  今回、多くの対象者の測定を目標として、様々なイベント、講演会、施設、病院の待合室

などで案内状を配置したが、なかなか測定にはつながらなかった。やはり、きちんと説明し

その場で理解してもらい対応することが必要であることから、上記にも述べたように、かか

りつけ歯科医や地域の歯科医師会、歯科衛生士会など身近な場所で、継続して対応する必要

が考えられた。 
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人生 100 年時代、健康で一生を過ごすためには口腔の健康が欠かせないことは周知の事実

にはなりつつあるが、まだまだオーラルフレイルの認知度は乏しいと考える。口腔機能の重

要性については、歯科関係者が今後より一層発信し、歯科医師会、歯科衛生士会、行政、大

学等が連携して、地域住民の健康を守る役割を担う必要がさらに明確になったと考える。 
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